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D1班D1班

⼤学の役割って
COC（Center of community）

グローバル化

特⾊あ 専⾨性をも た⼤学特⾊ある専⾨性をもった⼤学に

学びなおし（⽣涯学習）
・
・
・

上記以外にも様々な社会のニーズ

てなんだろう？

が・・・

社会の社会の

⼤学⼤学

教職教職

ニーズニ ズ

改⾰改⾰

職協働職協働

それに応えるためにそれに応えるために、
⼤学は何をしなければなら

「社会のニーズに社会の ズに
⼤学改⾰を推進す⼤学改⾰を推進す

らないのか

に対応したに対応した
する職員の育成」する職員の育成」

現状
変化に適応する意識が低い変化に適応する意識が低い。

業務が⽬的となっている業務が⽬的となっている。

評価するものがない。

改⾰の⽅法がわからない。

解決策
変化に適応する意識が低い変化に適応する意識が低い。

業務が⽬的となっている業務が⽬的となっている。

評価するものがない。

改⾰の⽅法がわからない。

① 現状を知る。
現状を説明できるようにする。現状を説明できるようにする。
客観的な指標を基に
改善につながるよう提案、実⾏する

② 情報共有、⽬的再認識を⾏う会議、
パフォーマンス意識（効率化）パフォ マンス意識（効率化）
→IR体制の整備

③ このような講習会に参加する③ このような講習会に参加する
④ 職員の評価指標



④職員の評価指標
⼊職⼀年後の職員に求める到達

内 業務を理解 業務効率化 夫を

⼊職 年後の職員に求める到達

• 課内の業務を理解し、業務効率化の⼯夫を
• 他の職員と連携を意識して業務を遂⾏でき

・
・
・

標
達度

をす

達度

をする。
きる。

評価指標の項⽬例
• 語学⼒学
• 社会情勢の理解度

• 実⾏⼒
• 協調性• 協調性
• 問題発⾒能⼒

・
・
・

例

定量的な評価の指

学⼒• 語学⼒
ex TOEICの点数、、、

社会情勢の理解度• 社会情勢の理解度
ex 時事問題テストの点数、、、

指標
定性的な評価の指標
⼊職１年後の職員を対象としたルーブリッ

年後の職員に 特性 ４一年後の職員に
る到達度目標

特性 ４

内の業務を理解 目的を理解する姿 指示を与えられる度 指内 業務を理解
業務効率化の

夫をする。

の職員と連携を

目的を理解する姿
勢

指示を与えられる度
に業務の目的と組織
に及ぼす影響を確認
することができた。

指
に
す

の職員と連携を
識して業務を遂
できる。

・
時間を管理する ・

・・
・
・

・
・
・

コミュニケーショ
ン能力

・
・
・
・

・
・
・
・

ック例
３ ２ １３ ２ １

指示を与えられる度 指示を与えられる際 指示を与えられ指示を与えられる度
に業務の目的を確認
することができた。

指示を与えられる際
に業務の目的を確認
することもあった。

指示を与えられ
に目的を確認す
とがなかった。

・
・

・
・

・
・・

・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

ＩＣＴの活⽤
ポートフォリオの活⽤ポ トフォリオの活⽤

定性的な評価と定量的な評価のデータを

定期的なふり返り

経年的に、傾向や不⾜しているところ

成⻑の度合いを実感成⻑の度合いを実感。

をポートフォリオに蓄積

ろを把握。

社会ニ ズ社会ニーズ

⼤学改⾰を推⼤学改⾰を推

全教職員で⼤学改⾰に

ズに対応したズに対応した

推進する職員推進する職員

に取り組む体制の構築


